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（１）会員

１ 主要計数等の推移
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（２）交通環境啓発活動
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（３）ロードサービス
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（４）会員サービス
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（５） モータースポーツ
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（６）広報活動

※ ＵＵはユニークユーザーの略で、ある期間内にホームページやその特定のページを訪問したユーザー数を示
すものです。ＪＡＦでは2018年から計測を実施しています。
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（７）主要計数の達成状況
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（１）交通環境啓発活動
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① 社会貢献活動への取り組み

ディスプレイをタッチして
パーキングアシストを操作

歩行者などがいる場合、パーキングアシストが作動するか検証

実験の様子と転倒時の頭部損傷値（ＨＩＣ）

（ア）駐車支援機能はどこまで使えるのか？（「ＪＡＦ Ｍａｔｅ」2023年春号）

近年、新型車に多く普及しつつある駐車支援機能（パーキングアシス

ト）が、さまざまな条件でも機能し安全に駐車できるのか検証しました。

（イ）電動キックボードの衝突実験（「ＪＡＦ Ｍａｔｅ」2023年夏号）

7月から改正道路交通法の一部が施行され、電動キックボード（特定小型

原付の場合）は、16歳以上であれば免許不要、ヘルメットの着用は努力義務

で運転できるようになりました。

電動キックボードの走行速度やヘルメットの有無により、衝突・転倒時の

頭部への影響がどう変化するかを検証しました。

動画視聴回数：公開5日後275,952回、公開30日後343,338回

ア 社会のニーズを捉えたＪＡＦユーザーテスト※

２ 活動の状況

※ＪＡＦユーザーテストの検証結果は、ＪＡＦコーポレートサイトや、ＹｏｕＴｕｂｅ公式アカウントの
「ＪＡＦ Ｃｈａｎｎｅｌ」に掲載しています。
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落雷後のインジケーターの警告灯車のルーフに落雷させた様子 タイヤについた雷の痕跡

飲酒後にシートベルト着用を忘れてしまう飲酒運転の危険性編（4月公開）

後続車が接近した時に機能するのかを検証パーキングアシスト編（6月公開）

（ウ）落雷時、車や車内にいる人への影響は？（「ＪＡＦ Ｍａｔｅ」2023年秋

号）

落雷時、車内にいれば本当に安全なのか、人工的に雷を発生させる装置で

車に落雷させ、車やドライバーに与える影響について検証しました。
動画視聴回数：公開5日後32,151回、公開30日後145,272回

イ ＹｏｕＴｕｂｅｒ（ユーチューバー）と交通安全のコラボ動画を公開

ユーチューバーの木村亜美氏と制作した動画「教えて！ＪＡＦ先生」シ

リーズとして、4月に「飲酒運転の危険性編」、6月に「パーキングアシスト

編」の2本を公開しました。
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新モビリティ編路面電車編

ウ 実写版危険予知事故回避トレーニング（ＫＹＴ）

ＫＹＴ「路面電車編」を2本、「新モビリティ編」を2本、計4本を公開し

ました。

使用状況調査結果（使用率の経年推移：6歳未満全体）

使用状況調査結果（使用率の経年推移：年齢層別）

エ チャイルドシート使用状況全国調査結果

6月3日～7月17日に警察庁と合同で「チャイルドシート使用状況全国調

査」を実施しました。全国98箇所で調査した結果、6歳未満の子ども全体の

使用率は76.0％（前年比1.5ポイント増）と過去最高となりました。
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一般道路における着用率の推移

高速道路等における着用率の推移

オ シートベルト着用状況全国調査結果

10月10日～11月10日に警察庁と合同で「シートベルト着用状況全国調査」

を実施しました。

カ 交通ルール・マナー向上のための実態調査

信号機のない横断歩道を歩行者が横断する時に車が一時停止するか、全

国調査をしました（期間：8月9日～9月20日、全国94カ所）。

一時停止率の全国平均は45.1％と、前年度にくらべ5.3ポイント増加し

ましたが、依然として半数以上のクルマが一時停止しない結果となりまし

た。

北海道 青森県 岩手県 宮城県 福島県 秋田県 山形県 新潟県 長野県 茨城県 栃木県 群馬県

29.0% 47.4% 56.2% 51.9% 60.8% 52.1% 53.6% 23.2% 84.4% 27.6% 74.8% 41.1%

埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 山梨 富山県 石川県 福井県 岐阜県 静岡県 愛知県 三重県

38.9% 31.9% 39.6% 29.1% 61.0% 50.0% 76.4% 26.7% 65.4% 63.9% 61.2% 51.3%

滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県 徳島県

46.3% 34.6% 26.7% 52.0% 48.1% 30.1% 50.0% 53.0% 47.8% 48.5% 48.5% 36.7%

香川県 愛媛県 高知県 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県 全国平均

39.1% 58.5% 35.3% 58.1% 26.2% 42.5% 66.1% 31.1% 63.6% 42.8% 31.1% 45.1%

2023年 信号機のない横断歩道における車の一時停止率（全国）
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■改善前
路面標示のペイントが消えかかって
いて危険な状態（愛知・豊田市）

■改善後
右折専用レーンや直進・左折の路面
標示が再塗装された

岡山県 浅口市立六条院こども園 北海道 こどもカンパニーしずく新道東

キ ボランティアによる交通安全

（ア） 交通安全実行委員会

会員や一般の方から寄せられた改善要望や提案により、道路交通環境が改

善しました。

（イ） ＪＡＦ交通安全ドレミぐるーぷ公演の様子

ク ＪＡＦ交通安全トレーニング（交通安全ｅラーニング事業）

ＪＡＦが培ってきた交通安全啓発のノウハウを活かし、企業の交通安全管

理業務に役立つｅラーニングサービスをサブスクリプション形式で提供して

います。

ロゴマーク 受講画面
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前年度、参加車両とテントとの安全マージンを指摘した内容が本年度改善されていました。

※ドライバーズセミナー：参加者のマイカーを使用した交通安全講習会のこと。一般コースは、初心者運転期間を
終えた運転歴１年以上の方からベテランドライバーまでを対象とし、シニアコースは50歳以上のベテランドライ
バーを対象としています。
※安全マージン：安全性を確保するための余裕やゆとりのこと。

② 2023年度自動車税制改正に関する活動

自動車ユーザーの生の声を集める活動 街頭活動の様子

ケ ドライバーズセミナー※の視察および改善の様子

5～9月の期間、イベント参加者などを対象に「自動車ユーザーの生の声を
集める活動」を全国各支部で実施しました。
10～11月には、新型コロナウイルスの影響で中断していた「自動車税制改

正に関する街頭活動」を、全国で4年ぶりに再開しました。
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じてんしゃにのるときはヘルメットをかぶろうね

どうろやほどうであそばない てをあげて、おうだんほどうをわたろうね

③ テレビ番組内で交通安全啓発

クルマをコンセプトとしたテレビ朝日系列番組「爆上戦隊ブンブンジャー」、
番組エンディングのミニコーナーで、ＪＡＦの制服を着た出演者が交通安全のお
約束を啓発しました。
※放送は2024年3月から1年間の予定



（２）ロードサービス
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① 災害に対応する特別支援隊の活動状況

本年度は、愛知県、秋田県、石川県へ特別支援隊を派遣しました。

令和6年能登半島地震への対応
・道路損傷が激しく、減速を余儀なくされ、渋滞が発生している

愛知県での豪雨への対応
・冠水により道と田んぼの境目がわか
らず、落輪する車両

秋田県での豪雨への対応
・全国から特別支援隊員が派遣

令和6年能登半島地震への対応
・救援要請車両まで近づけないこともあり、細心の注意が必要
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③ ＪＡＦ公式ウェブサイトからの救援要請

コーポレートサイトに「ＪＡＦを呼ぶ」ページを公開しました。

② 新たなモビリティ・サービスなどへの対応

ＢＥＶ（電気自動車）特有のトラブルである電欠に対応するため、ポータブ
ル充電器を搭載したサービスカーを導入しました。
また、ＦＣＥＶ（燃料電池車）の水素切れに対応できるように、トヨタ自動

車と共同で水素ロードサービスカーのプロトタイプを開発しました。ＦＣトラ
ックに水素モジュールを積んで、直接給水素が可能です。

水素ロードサービスカーのプロトタイプ

コーポレートサイト「ＪＡＦを呼ぶ」

ポータブル充電器（レッカー車搭載）での充電の様子ポータブル充電器
（サービスカー搭載）

ＥＶ充電対応サービスカー



（３）会員サービス
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① 地方創生に向けた取り組み

ア 自治体との連携および地域振興活動

【京王線沿線会員優待施設 スタンプ
ラリー】
期間：2024年1月1日～3月31日
参加者数：1,147名
押下数：1,614回

【福岡の魅力発見！福岡都市圏エリア
を巡るドライブスタンプラリー】
期間：2024年1月6日～3月3日
参加者数：1,717名
押下数：3,453回

自治体と連携して「ドライブスタンプラリー」を160コース開催し、14.1
万名が参加しました。
1～3月においては、「京王線沿線 会員優待施設スタンプラリー」や福岡

県内都市圏を巡る「福岡の魅力発見！福岡都市圏エリアを巡るドライブスタ
ンプラリー」など、都市圏でも開催しました。
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大学 内容

群馬支部
群馬県立女子大
学 文学部（美
学美術史学科）

群馬県内の交通課題解決に向けた取り組みとして、自転車の事故防
止を啓発する反射材を制作しました。イラストデザインは群馬県立女
子大学文学部（美学美術史学科）に依頼しました。
2月15日には、自転車事故防止とヘルメット着用の啓発を目的とし

た街頭活動「自転車のマナーアップ運動」（主催：上毛新聞社）に参
加しました。反射キーホルダーを通学中の高校生に配布し、自転車の
事故防止を啓発しました。

神奈川支部
國學院大學

観光まちづくり
学部

國學院大學観光まちづくり学部、神奈川県観光課、JAFの三者によ
る産学官連携企画「みんなで神奈川のガイドブックを作ろう！」を5
月より開始しました。
2月13～14日には「神奈川の魅力再発見」デジタルパンフレット作

成のワークショップを開催しました。掲載テーマ決めや、フォトコン
テストで募集した写真をもとに掲載写真の選定、テキストの作成など
を経てデジタルパンフレットを完成させました。
完成品はJAF公式ウェブサイトやInstagramのほか、県観光課のホー

ムページ、X（旧Twitter）、Instagram等でも公開しました。

福井支部
福井大学

国際地域学部

2月に東尋坊・恐竜博物館に学生の調査員を派遣し、ドライブ観光
客の周遊や滞在実態を把握するためのアンケート調査をしました。
2月1日～3月20日には、県内道の駅4カ所でWEBアンケートを実施し

ました。収集した情報をもとに、今後の方向性について議論を進めま
した。

【主な産官学連携活動】

最終審査（役員プレゼン）の様子

大学や自治体などと連携した地域振興を推進し、8地方本部24支部が39校
と活動しました。

イ 産官学連携活動

② ビジネスアイデアコンテスト

新規事業を探索し創出するための組織風土醸成を目指し、「ビジネスアイデア
コンテスト2023」を開催しました。
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観光振興
（富山・南砺市）

過疎化対策

（東京・青梅市）

中山間地域の交通網衰退対策
（東京・青梅市）

③ グリーンスローモビリティ※を活用した協働事業
地域の交通課題解決を目的にヤマハ発動機株式会社と協力し、グリーンス

ローモビリティを活用したモビリティサービスの導入業務を支援しています。

※グリーンスローモビリティ：時速20ｋｍ未満で公道を走ることができる電動車を活用した小さな移動
サービスで、その車両も含めた総称



（４）モータースポーツ

① ＦＩＡ（国際自動車連盟）世界選手権の開催

3月30日に、「ＦＩＡフォーミュラＥ世界選手権」が東京ビッグサイト・有明
エリアの一般道路および駐車場（東京ビッグサイト敷地内）を利用した特設サ
ーキットにおいて開催されました。
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レース風景 表彰式

② モータースポーツにおける安全性向上への取り組み

2月の「ＪＡＦモータースポーツジャパン ｉｎ お台場2024」では、「ＦＩＡ
フォーミュラＥ世界選手権」のボランティアオフィシャルスタッフを対象に、
日本初の本格的な公道レースに備えた講習会を開催しました。

モータースポーツジャパン救助講習会
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③ ＪＡＦモータースポーツ表彰式の開催

ＦＩＡ世界耐久選手権、ＦＩＡフォーミュラ１世界選手権日本グランプリ、ＦＩＡ
世界ラリー選手権の参加ドライバーからサインを拝領し、記念ヘルメットを制
作しました。

ＪＡＦ創立60周年記念ヘルメット

④ ＪＡＦ創立60周年記念ヘルメットの制作

11月24日に、グランドニッコー東京 台場（東京・港区）にて「ＪＡＦ
モータースポーツ表彰式」が開催されました。
各カテゴリーの入賞者およびチームチャンピオンなど合計271名を招待し、

表彰式の様子をＹｏｕＴｕｂｅにて生配信しました。

表彰式の様子
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ジャパンモビリティショー ＪＡＦ鈴鹿グランプリ

フォーラムエイト・ラリージャパン2023

（５）広報活動

① 各種イベントへのＰＲブース出展

10～11月の「ジャパンモビリティショー」では、60周年をむかえたＪＡＦの
「過去・現在・未来」をマンガ風イラストで説明しました。
また、「ＪＡＦ鈴鹿グランプリ」「フォーラムエイト・ラリージャパン2023」

にＰＲブースを出展しました。
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協定締結式の様子
（左：日本カーシェアリング協会吉澤代表理事

右：ＪＡＦ坂口会長）

寄付車両（東北本部） 寄付車両（中国本部鳥取支部）

② モビリティ・レジリエンス・アライアンス※1

「災害時にも車に困らない社会づくり」の支援のため、7月に一般社団法人日
本カーシェアリング協会※2と「モビリティ・レジリエンス・アライアンス」のパ
ートナーシップを結びました。
これにもとづき、各支部の社用車および職員のマイカーを7台、同協会に無償

提供しました。

※1 モビリティ・レジリエンス・アライアンス：大規模災害で車を失い、移動に困難を抱える被災者の支援に向けて、
平時から自治体・企業・団体の皆様と連携していざというときに迅速な支援を実現すべく発足した災害支援のためのネッ
トワークです。

※2 日本カーシェアリング協会：2011年3月11日に発生した東日本大震災をきっかけに同年4月から車を失った被災者や
高齢者を含めた地域社会を支援するため、全国からの寄付による車を被災者に提供する活動を開始しました。



（６）国際活動

22

「日本語による翻訳文」発行件数

① 外国運転免許証の翻訳

外国運転免許証から日本の運転免許証に切り替える、または日本国内で運転

する（特定国・地域※に限る）際に必要な外国運転免許証の「日本語による翻

訳文」の発行件数は、111,691件(前年度比144.8％)と過去最多件数となりまし

た。

なお、日本の運転免許証所持者が台湾で運転するための中国語翻訳文の発行

件数は4,384件(前年度比229.4％)となりました。

※ 国際運転免許証
ジュネーブ条約にもとづく国際運転免許証所持者は、日本に入国した日から1年間、日本で自動車などを運転するこ

とができます。
ジュネーブ条約未締結または国際運転免許証を発給していない国や地域の場合、我が国と同等水準の免許制度を有し

ている特定国・地域(スイス・ドイツ・フランス・ベルギー・モナコ公国・台湾)の運転免許証所持者は、「日本語によ
る翻訳文」を添付して自動車などを運転することができます（日本に入国した日から1年間）。

講演と会場の様子

② 海外への交通安全講師派遣

10月28日にシンガポールで開催された「海外安全運転フォーラム2023」に職

員を講師として派遣しました。



（７）情報システム
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ＪＡＦのＩＴデジタル将来構想図

① 基幹システム更改に関連するプロジェクト活動

「ＪＡＦのＩＴデジタル将来構想」を実現するため、データ分析や各種サービ

ス業務処理のデジタル化に取り組む部署横断のプロジェクトチームが稼働してい

ます。
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Ｃｈａｔ ＧＰＴ内製化アプリ（ＪＡＦ ＡＩ Ｃｈａｔ）

「仮想空間（メタバース）」（ＪＡＦＩＴアカデミー＠メタバース）

② ＩＴデジタルを活用した業務改善（実証実験の例）

ア 「Ｃｈａｔ ＧＰＴ内製化アプリ（ＪＡＦ ＡＩ Ｃｈａｔ）」

質問内容が外部利用されない「Ｃｈａｔ ＧＰＴ内製化アプリ（ＪＡＦ ＡＩ

Ｃｈａｔ）」を作成し、実証実験を2回（7～9月、11～1月）実施しました。

イ 「仮想空間（メタバース）」

社内外の方々が地域や部署の垣根を超えてＤＸ、ＩＴデジタルについて学び

合い情報交換できる「対話と共創」の場として、メタバースを活用しています。


